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１ テーマ設定の理由  

１ 新型コロナウイルス感染症が収まらない状況の中、子どもたちの学校生活に大きな制約が課され、子どもたちの豊かな学びと育ち

に支障をきたしている。 

 

２ 子どもたち及び子どもたちを取り巻く大人の「いのち・健康」を最優先にしながら、子どもたちの学びと育ちを止めない取組を展

開していくことが、私たちの役割でもある。 

 

３ 「今できる範囲の中で、できることがあるのではないか?」できない理由を言うよりも   

できる知恵を出し合いたい。 

 

 

２ 家庭・地域との交流の中で、育てたい子どもの姿  

○ 錦生地区、赤目地区の自然・歴史・伝統文化と関わり、地域の特色や人々とのかかわり（交流）を通して、よりよいコミュニケー

ション能力をはじめとする社会性と郷土愛を育て、未来を主体的に生きていく子どもたち。 

 

○ ふるさと（地域）のよさを感じ取り、ふるさとの一員としてよりよい地域を創るため、自ら行動を起そうとする子どもたち。 

 

 

３ 今回、話し合う目的  

普段見ている子どもたちの様子や、子ども・保護者アンケートから見える問題点などを参考に、さらに

は、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえたうえで、 

「今、どのようなことができるのか?できないことを言うよりも、できるための知恵を絞り、手立てや

工夫ができないものか?」、その実現に向けた話し合いが、今回の熟議の目的です。 

コロナ禍において、学校・家庭・地域ができることは何か?  



 

 

 


